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ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ 平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度のののの行財政運営行財政運営行財政運営行財政運営のののの基本方針基本方針基本方針基本方針平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度のののの行財政運営行財政運営行財政運営行財政運営のののの基本方針基本方針基本方針基本方針

持続可能持続可能持続可能持続可能なななな財政運営財政運営財政運営財政運営をををを維持維持維持維持しつつしつつしつつしつつ、、、、直面直面直面直面するするするする県政諸課題県政諸課題県政諸課題県政諸課題にににに

積極果敢積極果敢積極果敢積極果敢にににに取取取取りりりり組組組組みますみますみますみます。。。。

昨年昨年昨年昨年のののの平城遷都平城遷都平城遷都平城遷都１３００１３００１３００１３００年年年年祭祭祭祭にはにはにはには、、、、予想予想予想予想をををを大大大大きくきくきくきく上回上回上回上回るるるる多多多多

くのくのくのくの方方方方々々々々にににに訪訪訪訪れていただきましたがれていただきましたがれていただきましたがれていただきましたが、、、、このこのこのこの賑賑賑賑わいをわいをわいをわいを一過性一過性一過性一過性のののの

ものとせずものとせずものとせずものとせず、、、、奈良奈良奈良奈良のののの活力活力活力活力につなげていくようにつなげていくようにつなげていくようにつなげていくよう各般各般各般各般のののの取組取組取組取組をををを進進進進

めますめますめますめます。。。。

１１１１．．．．分析力分析力分析力分析力

・県民アンケートや各種調査、指標等から、県政の現状やニーズを的確

に把握し分析します。

２２２２．．．．構想構想構想構想力力力力

・県庁職員各々がオリジナルな知恵を出し、県勢発展に向けて必要な政

策や真に効果のある施策について、部局横断体制のもと検討します。

３３３３．．．．実現力実現力実現力実現力

・奈良県のため、地域のため、県庁自らが率先垂範して心を込めて行動

します。

・市町村、企業・ＮＰＯ、地域で活動されている方々との協働・連携をさらに

深め、効果的に取組を進めます。

・施策の実現にあたっては、国に対して政策提案を行うとともに、国の予

算や制度の積極的な活用を図ります。

これらこれらこれらこれら３３３３つのつのつのつの力力力力をよりをよりをよりをより高高高高めるためにめるためにめるためにめるためにＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡののののマネジメントサイクルマネジメントサイクルマネジメントサイクルマネジメントサイクルをををを着実着実着実着実にににに

進進進進めるとともにめるとともにめるとともにめるとともに、、、、県県県県のののの考考考考えやえやえやえや取組取組取組取組をををを県民県民県民県民のののの皆様皆様皆様皆様にわかりやすくにわかりやすくにわかりやすくにわかりやすくタイムリータイムリータイムリータイムリーにににに

発信発信発信発信しますしますしますします。。。。

[県政運営のポイント]



ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ 県政県政県政県政がががが目指目指目指目指すすすす姿姿姿姿とととと取組取組取組取組県政県政県政県政がががが目指目指目指目指すすすす姿姿姿姿とととと取組取組取組取組

このため県は、「経済活性化」と「くらしの向上」を２本柱とし、以下の１２の政策

課題に重点的に取り組むこととし、これらを支える「効率的・効果的な基盤整備」

「協働の推進及び市町村の支援」「組織力の向上と財政の健全化」の取組をともに

進めます。

組織力の向上と財政の健全化

協働の推進及び市町村の支援

経済活性化

地域産業の支援・創出

観光の振興

県内消費の拡大

雇用対策の推進

農林業の振興

くらしの向上

健康づくりの推進

医療の充実

福祉の充実

学びの支援

安全・安心の確保

景観・環境の保全

くらしやすいまちづくり

[平成２３年度の行財政運営の取組]

効率的・効果的な基盤整備

実現実現実現実現すべきすべきすべきすべき課題課題課題課題

・「ポスト１３００年祭」の取組による奈良観光の活性化

・産業・経済の活性化による投資・雇用・消費の県内での活発な循環

・予防（保健）・治療（医療）・回復（介護・福祉）の連動した取組による

健康長寿県の実現

・学び・くらしの充実、きれいで元気なまちづくり、協働の推進等による

くらしやすい奈良の創造

・多様な魅力を有する中南和・東部地域の振興

・・・・県政県政県政県政がががが目指目指目指目指すすすす姿姿姿姿

地域地域地域地域のののの自立自立自立自立をををを図図図図りりりり、、、、くらしやすいくらしやすいくらしやすいくらしやすい奈良奈良奈良奈良をををを創創創創るるるる



経済活性化経済活性化経済活性化経済活性化 [[[[地域産業地域産業地域産業地域産業のののの支援支援支援支援・・・・創出創出創出創出]]]]

施策ニーズ（課題）の認識

ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ 重点的重点的重点的重点的にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ政策課題政策課題政策課題政策課題重点的重点的重点的重点的にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ政策課題政策課題政策課題政策課題

H20年　従業員規模別１人当たり付加価値額

6.2 9.3 11.0 17.410.9
6.7 9.2 12.4 17.912.1

0 5 10 15 2020人未満20人以上100人未満100人以上300人未満300人以上全体 ［百万円］
全国奈良県27.8 38.017.9 42.1 52.148.935.452.4 50県民１人当たり県内総生産　47位 従業員１人当たり付加価値額　21位工場立地件数18位立地工場の敷地面積　37位立地工場の平均敷地面積　46位工業系用途面積比率　47位県内就業者比率47位有効求人倍率　18位

○従業員１人当たり付加価値額(営業利益等)は、全国順位27位（H18）から22221111位位位位

（（（（H20H20H20H20））））に上昇しています。

これはリーマンショックによる景気後退で全国的に付加価値額が減少する中、

元々輸出型企業が少ないため大きな影響を受けな

かったこと等が原因と考えられます。

しかし、依然として全国平均を下回っているため、

意欲ある企業や起業家への重点支援等により、地域

産業全体の活性化を図る必要があります。

○大企業が少なく、県民１人当たり県内総生産は

全国順位46位（H17）から47474747位位位位（（（（H19H19H19H19））））と低い水準にありますが、景気が厳しい

状況下においても積極的な企業誘致を行った結果、工場立地件数は、全国順位

28位（H19）から18181818位位位位（（（（H21H21H21H21））））に上昇しています。

○立地した工場の敷地面積は、全国順位41位（H19）から37373737位位位位（（（（H21H21H21H21））））、工業系用

途面積比率は全国順位47474747位位位位（H17、H19H19H19H19）と低い水準にあります。

企業誘致に適した土地が少ないため、用途地域の見直し、インターチェンジ付

近での産業用地確保の検討など、適地の拡大に努めるとともに、高付加価値型

企業や研究所等の誘致に積極的に取り組みます。

なら産業活性化プラザ



施策の内容

目標に向けた状況

２．企業誘致の推進

１．意欲のある企業・起業家への重点支援

○付加価値獲得の支援

本県に適した新産業の創出に向けた技術研究テーマの検討[2]

企業ニーズに対応した多様な人材の確保・提供[16]

産学官による技術交流サロンの開催[5]

デザインを活用した商品づくりを支援し販売力を強化[6]

企業が抱えるニーズを収集し、新産業創出に向けた技術

マッチング等を支援[20]、奈良発ニュービジネスの発掘・育成[5]

技術に特徴のある企業の新規事業化を支援しリーディングカンパニーを創造[10]

中小企業の資金需要に対応した低利融資(融資枠620億円)

○国内外への販路開拓支援

製薬業界及び専門家による漢方薬日中シンポジウムの開催[9]

海外（中国）進出に向けた経済ミッション団の派遣[2]

奈良の伝統工芸体験型工房の情報発信等[4]

○起業の促進

ビジネスプランの公募により優れた事業計画を発掘し起業を支援[7]

意欲ある起業家の魅力あるお店づくりを支援[7]

創業支援資金の貸付（融資枠12億円）(再掲)

宿泊施設や飲食店創業を支援するおもてなし産業強化資金の貸付（融資枠7億円）(再掲)

（百万円）

○誘致活動の強化

成長産業に重点を置いた戦略的企業誘致活動の展開[44]

企業立地促進補助金[900 (債務負担行為3,200)]

立地企業の人材確保支援及び周辺環境整備による定着の促進[6]

立地企業への設備・運転資金低利融資(融資枠20億円)（再掲）

○誘致に向けたインフラ整備

京奈和自動車道(仮称)橿原南・御所ＩＣ周辺産業用地調査の実施[46]

京奈和自動車道・中和幹線の整備[5,682]

西名阪スマートＩＣの整備[481]

昭和工業団地

技術研究の現場

31,97230,513 29,362
33,801

27,00028,00029,00030,00031,00032,00033,00034,00035,000
H18 H19 H21 H23

リーマンショ ックの落ち込みからの回復 [[万円] １１１１社社社社あたりのあたりのあたりのあたりの製造品出荷額製造品出荷額製造品出荷額製造品出荷額従業員従業員従業員従業員100100100100人未満人未満人未満人未満 全国平均(H18)
工場立地件数工場立地件数工場立地件数工場立地件数

12 54 26 52 84 100100
20 32 74

051015
202530

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22上期まで（実績）H22 H23 H24 H25 H26 0204060
80100120

4年累計件数(右軸) 単年件数(左軸)

H23～26の4年間で新たに100件の立地を目指す [件][件]
H19～22の４年間で目標100件に向け着実に立地



経済活性化経済活性化経済活性化経済活性化 [[[[観光観光観光観光のののの振興振興振興振興]]]]

施策ニーズ（課題）の認識

○宿泊者数は、平城遷都1300年祭開催の効果で、全国順位47位（H19）から

36363636位位位位（（（（H22H22H22H22 4444～～～～6666月期月期月期月期））））に上昇しています。しかし、客室数（H19：46位

→H21H21H21H21：：：：47474747位位位位）は依然として低い水準です。

このため、宿泊力の強化が大きな課題となっています。

○外国人訪問客数は、全国順位10位（H19）から11111111位位位位（（（（H22H22H22H22））））と比較的高位で推移

しています。また、知事トップセールスを皮切りに、中国、韓国、台湾等の

東アジアを中心にプロモーション活動を継続的に展開し、奈良滞在型旅行商品が

造成されているため、今後も伸びが期待できます。

○国際コンベンション誘致件数は、全国順位13位（H19）

から14141414位位位位(H20)(H20)(H20)(H20)で推移していますが、大都市への集中が

見られるため、「奈良県ビジターズビューロー」等と

連携し、国内外へむけた取組を強化する必要があります。

○宿泊統計月別推移から、H22H22H22H22年年年年((((～～～～9999月月月月))))のののの各月各月各月各月においてにおいてにおいてにおいて宿泊者数宿泊者数宿泊者数宿泊者数がががが増加増加増加増加

していることがわかりますが、観光オフシーズン(冬季、夏季)対策の

必要性も認められます。

○以上を踏まえつつ、多様な観光振興施策を積極的に推進し、

平城遷都1300年祭の賑わいを一過性のものとしないよう

取組を進めます。

APEC観光大臣会合
なら瑠璃絵

宿泊統計月別推移
050100150200

250300350400450
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

千人 平成21年平成22年 平城遷都１３００年祭の開催等により、ほとんどの月で前年度より増加
46.4
43.873.6

62.148.4 52.2 44.740.550宿泊者数　36位 客室数　47位ホテル等の定員稼働率3１位外国人訪問客数11位国際コンベンション誘致件数　14位観光ボランティアガイド数　4位国宝・重要文化財件数 3位
外国人延べ宿泊者数　38位



施策の内容

１．周遊型観光地としての魅力の向上

２．通年型観光地に向けた観光オフシーズン対策の推進

３．奥深い奈良の魅力を効果的に発信

奈良公園ﾗｲﾄｶｰﾆﾊﾞﾙ開催[12]、若草山ﾐｭｰｼﾞｯｸﾌｪｽ開催[11]

奈良ﾏﾗｿﾝ2011開催[76]、ｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄの開催[7]

奈良公園光とあかりのｲﾍﾞﾝﾄ[11]、ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ誘致強化[8]

○記紀・万葉プロジェクトの推進

記紀・万葉ﾌｫｰﾗﾑ開催[16]、府県連携ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ開催等[27]

○誘客情報の発信

九州主要都市等での観光ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ[4]、「奈良のお宿自慢」表彰・ＰＲ[8]

○外国人観光客の誘致（インバウンド）

国際会議の誘致推進[12]、奈良とのゆかりを活用した海外への観光情報の発信[20]

中国陝西省・韓国忠清南道との交流の推進[48]、東ｱｼﾞｱ地方政府会合開催[208]

奈良ｺｽﾓﾎﾟﾘﾀﾝ賞の創設[29]、東ｱｼﾞｱ･ｻﾏｰｽｸｰﾙ開催[51](H23 2月補正)

（百万円）

目標に向けた状況

○平城遷都1300年祭継承事業の展開

平城宮跡におけるｲﾍﾞﾝﾄ開催[302]、平城京歴史館の運営[163]

「巡る奈良」を継承する県内各地の賑わいづくり等の支援[30]

○観光地としての魅力向上等

奈良公園の魅力向上（飛火野周辺地区整備基本設計、若草山周辺の歩行環境整備の検

討、吉城園周辺地区国有地の買収等）[340]

平城宮跡の魅力向上（休憩所、トイレ、駐車場等のサービス施設整備）[446]

史跡・名勝飛鳥京跡苑池の復原整備に向けた基本構想策定・用地取得等[198]

奈良の歴史展示推進 [27] 、（仮称）やまと花ごよみ2011開催[10]、観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲ

ﾄﾞ育成[1]

○交通・周遊対策

奈良公園内周遊ﾊﾞｽの運行、登大路ﾀｰﾐﾅﾙ整備の検討等[166]、奈良中心市街地周遊観

光ﾊﾞｽ運行、奈良公園・平城宮跡等ｴﾘｱﾊﾟｰｸ＆ﾊﾞｽﾗｲﾄﾞ運営等[642]、自転車観光推進[226]

○宿泊力の強化

ホテルを核とする賑わいと交流拠点整備の推進[122]

奈良の宿創業資金、奈良の宿ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ資金等の貸付（融資枠20億円）

○食の魅力向上、土産・特産物の充実

奈良の美味しい食とすばらしい眺望を楽しめるﾚｽﾄﾗﾝへの支援[11]、奈良ﾌｰﾄﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞ

ﾙの開催[12]、大和野菜等を活かしたｲﾀﾘｱﾝなど「美味しい奈良」の創造[3]

奈良の定番となる新たな贈り物商品の開発[37](一部H23 2月補正)

奈良マラソン2010

平城宮跡

34290 35002 35302 35790 34599300003200034000360003800040000
Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 H21 Ｈ24

観光客入込客数(千人) 40,000
330 447 593 543 42102004006008001,0001,200

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 H21 Ｈ24
外国人観光客数(千人) 1,000

H21年は新型インフルエンザの影響により落ち込んだが、H22年は平城遷都1300年祭の開催により大幅に増加の見込み



経済活性化経済活性化経済活性化経済活性化 [[[[県内消費県内消費県内消費県内消費のののの拡大拡大拡大拡大、、、、雇用対策雇用対策雇用対策雇用対策のののの推進推進推進推進]]]]

施策ニーズ（課題）の認識 若年者若年者若年者若年者（（（（15151515～～～～34343434歳歳歳歳））））雇用形態別雇用形態別雇用形態別雇用形態別雇用者数雇用者数雇用者数雇用者数((((役員役員役員役員をををを除除除除くくくく))))　　　　HHHH19191919年年年年
62.4% 66.4%37.6% 33.6%

0%10%20%30%40%
50%60%70%80%90%
100%

奈良県 全国

非正規職員正規職員

○人口１人当たり地方消費税は、全国順位47位（H18）から44446666位位位位（（（（H21H21H21H21））））と依然と

して低い状況にあり、県外への消費の流出を減らし県内消費の拡大を図る取組

をさらに進める必要があります。

○人口1,000人当たり県内小売業事業所数は、全国順位41位（H16）から40404040位位位位（（（（H19H19H19H19））））、

また、人口１人当たりサービス業対個人収入額、人口1,000人当たり飲食店数は、

いずれも47474747位位位位（（（（H18H18H18H18））））と低い水準にあります。

このため、県内消費の拡大に向け、商業の活性化や

サービス業等の創業支援などの取組をさらに進める

必要があります。

○有効求人倍率は、全国順位34位（H19）から18181818位位位位（（（（H21H21H21H21））））と大幅に上昇しています。

これは、リーマンショックにより全国的に有効求人倍率が低下した中、元々輸出

型企業が少なく景気変動の影響を受けにくい傾向にあるため相対順位が上昇した

ものです。

(有効求人倍率 全国:1.03 奈良県:0.79(H19)→全国全国全国全国：：：：0.450.450.450.45 奈良県奈良県奈良県奈良県：：：：0.47(H21)0.47(H21)0.47(H21)0.47(H21))

○大阪等のベッドタウンとして発展してきたため、県内就業者比率は全国順位47474747位位位位

(H17)(H17)(H17)(H17)となっています。また、女性の就業率も47位（H17）と低い水準にあります。

女性の就労については、ニーズも高く、県内での働きやすい職場の確保が重要な

課題となっています。

○これらを踏まえると、投資、雇用、消費が県内で活発

に循環するよう効果的な取組を積極的に進める必要が

あります。 ジョブカフェでの相談

プレミアム商品券

30.024.9 29.4 31.5
34.717.9 38.252.4

50人口１人当たり地方消費税（清算後）　46位 人口1人当たり小売業年間商品販売額（県内消費率）46位人口1,000人当たり県内小売業事業所数　40位人口１人当たりサービス業対個人収入額　47位人口1,000人当たり飲食店数　47位有効求人倍率18位県内就業者比率47位女性の就業率47位



施策の内容

目標に向けた状況

１．県内消費の拡大

２．雇用対策の推進

○厳しい雇用情勢への対応、雇用のミスマッチの解消

一時的な雇用機会を創出する緊急雇用対策の実施(県734人 市町村1,585人)[3,976]

継続的な雇用創出に向けたふるさと雇用対策の実施(県412人 市町村113人)[2,475]

奈良しごとｉｾﾝﾀｰにおいて県内企業就職希望者へのﾏｯﾁﾝｸﾞ支援実施[16]（再掲）

民間施設を活用した多様な職業訓練の実施[396(債務負担行為66)]

○女性の就労支援、仕事と生活の調和の推進

「子育て女性の就職相談窓口」の開設[9]

働きやすい職場環境整備支援資金の創設（融資枠5億円）(再掲)

母子家庭の母等の就業支援[23]、ひとり親家庭や障害者等の就職困難者への在宅就業

支援[270]、再就職を希望する女性を対象とした就活塾の開催等[4]

企業訪問によるﾃﾚﾜｰｸ導入企業の開拓[8]

「こども家庭局」を「こども・女性局」に改称し、「女性支援課」を設置[県庁力]

○若者への就労支援や就業意識の醸成

新卒学生等雇用促進支援資金の創設（融資枠15億円）(再掲)

就活ｾﾐﾅｰや企業合同説明会等の「就職応援ﾌｪｱ」開催[2]

新卒未就職者を対象に県内企業でのＯＪＴ研修実施[178]

高校生の県内企業体感ﾂｱｰ実施[16]

（百万円）

○商店街の活性化、サービス業の拡大等

成功事例を学ぶ商店街活性化ｾﾐﾅｰの開催[1]、若手経営者の商店街活性化ﾌﾟﾗﾝへの

支援[6]、商店街等ﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞｼｽﾃﾑの構築[27]

新規創業者等の魅力あるお店づくりを支援[7](再掲)

15％ﾌﾟﾚﾐｱﾑ付き県内商品券の発行(34.5億円)[384](H23 2月補正)

国の住宅版ｴｺﾎﾟｲﾝﾄ制度の対象となる住宅ﾘﾌｫｰﾑへの県独自支援

（県内商品券交付）[104]、県内消費実態調査の実施[10]

○魅力ある商品の創出、観光振興による宿泊観光客の増加

ならｽﾀｲﾙｱﾝﾃﾅｼｮｯﾌﾟの設置・運営[23]、協定農産物直売所「地の味

土の香」のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力強化[10]、奈良の定番となる新たな贈り物

商品の開発[37](再掲)(一部H23 2月補正)

ホテルを核とする賑わいと交流拠点整備の推進[122]（再掲）

宿泊施設や飲食店創業者等への低利融資(融資枠22億円)(一部再掲)

8884.283.280.878.2 79.702004006008001,0001,200
H9 H11 H14 H16 H19 H23 727476788082

84868890
人口1人当たり小売業年間商品販売額(奈良県)（A)人口1人当たり小売業年間商品販売額(全国)（B)県内消費率＝（A)÷（B)×100

県内消費率県内消費率県内消費率県内消費率(千円） (％）
52.5 60.1

48505254
56586062

H17 H27
[％] 女性女性女性女性のののの就業率就業率就業率就業率（（（（対象対象対象対象20202020～～～～64646464才才才才））））女性の就業率（H17国勢調査）が全国最低 全国平均（H17）

農産物直売所
消費の拡大(ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ)

高校生の企業訪問



経済活性化経済活性化経済活性化経済活性化 [[[[農林業農林業農林業農林業のののの振興振興振興振興]]]]

施策ニーズ（課題）の認識農 業 林 業
45.444.0 38.941.839.5

30.341.5 37.9
総農家数　40位 認定農業者数47位集落営農数40位耕地面積  44位耕作放棄地率　42位水田ほ場整備率(30a程度以上に整備）  42位農業産出額  45位農家１戸当たり生産農業所得  39位 43.445.4 50.6 62.549.4

61.759.5
45.9

森林率　6位 民有林人工林率7位民有林蓄積（木材の容積）23位1ha当たりの民有林蓄積　8位林業就業者数　14位木材（素材）生産量28位林業産出額29位林内路網密度38位

（農業）

○農業産出額は全国順位45454545位位位位（H18、H21H21H21H21）、農家１戸あたり生産農業所得は37位

（H18）から39393939位位位位（（（（H20H20H20H20））））で推移しています。

農産物価格の低迷等の厳しい環境にありますが、

大都市近郊の強みを生かし、「マーケティング・

コスト戦略」に基づき、県産農産物のブランド化

や販路開拓等の取組をさらに進めます。

○総農家数は、全国順位43位（H17）から40404040位位位位（（（（H22H22H22H22））））

で推移しています。今後とも意欲ある担い手に対して

重点的に支援するとともに、新規就農者の育成を進め

ます。

（林業）

○森林率は、全国順位8位（H14）から6666位位位位（（（（H19H19H19H19））））と推移し高位にあります。

森林資源の有効活用を図るため、昨年制定した「奈良県森林づくり並びに林業

及び木材産業振興条例」に基づき、森林を木材生産林と環境保全林に区分し、

それぞれの特性・機能に応じた整備を進めます。

○低迷する木材価格や高い生産コスト等により、木材（素材）

生産量は全国順位23位（H17）から28282828位位位位（（（（H21H21H21H21））））に下降して

います。

このような状況を踏まえ、まとまった森林施業区域における

奈良型作業道等の重点整備による木材生産の拡大に取り組む

とともに、県産材を使用した住宅への支援、吉野材を活かした

木製品の販路開拓などの取組を進めます。 県産材を使った家具

イチゴ新品種「古都華」
大和まな



施策の内容

目標に向けた状況 林 業

２．マーケティング・コスト戦略に基づいた農産物の振興

６．森林の適切な保全と活用

３．意欲ある担い手への支援

５．県産材の安定供給と利用促進

４．地域資源を活用した農村地域の活性化

遊休農地を活用した薬用作物の生産振興[5]、ため池利用実態調査[5]

農村地域での周遊自転車道整備検討[2]、鳥獣被害対策の強化[433] 

意欲ある担い手を対象とした農業経営のｽｷﾙｱｯﾌﾟ支援[2]

産地実践研修等による農業新規参入者の育成[14]、民間企業の新規農業参入への支援[19]

新規就農者に向けた低利融資の実施及び一部償還の免除(融資枠12百万円)

奈良の美味しい食とすばらしい眺望を楽しめるﾚｽﾄﾗﾝへの支援[11](再掲)

大和野菜等を活かしたｲﾀﾘｱﾝなど「美味しい奈良」の創造[3](再掲)

食を中心に奈良の多様な魅力を伝える「奈良ｶﾌｪ」の展開[2]

協定農産物直売所「地の味 土の香」のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力強化[10](再掲)

「おいしい奈良産協力店」と連携した地産地消の推進[1]

○県産材の安定供給

奈良型作業道等の重点整備による木材生産の拡大[241]

計画的な育成等による木材生産の推進[457]

○県産材の利用促進

県産材を使用した新築住宅(構造材・内装材)、ﾘﾌｫｰﾑへの支援等[32]

県産木製品の販路開拓(吉野材ﾃﾞｻﾞｲﾝｺﾝﾍﾟ入賞作品を活用したﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ等)[3]

施業放置林の解消[260]、里山づくりの推進[30](一部再掲)

森林とのふれあい推進(立入利用林及び眺望活用林の整備に向けた計画策定)[5]

全国育樹祭の開催[261]

（百万円）

農 業

１．奈良の美味しい「食」の創造と発信

ﾁｬﾚﾝｼﾞ品目(大和野菜、ｻｸﾗﾝﾎﾞ、切り花ﾀﾞﾘｱ、有機野菜)への支援[15]

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ品目(ｲﾁｺﾞ、柿、茶、ｷｸ)の産地競争力の強化等[24]

大和畜産ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ(大和牛、大和肉鶏、ﾔﾏﾄﾎﾟｰｸ、大和なでしこ卵)

の販売促進[18]

認定農業者数認定農業者数認定農業者数認定農業者数899 920 1,096 1,8001,032 1,06605001,0001,5002,000
H17 H18 H19 H20 H21 ・・・ H25

（人）
県内直売所販売額県内直売所販売額県内直売所販売額県内直売所販売額30 33 37 500204060 H19 H20 H21 ・・・ H23

（億円）
素材生産量素材生産量素材生産量素材生産量229 197 192 186 166 168 154 153 230～2500100200300

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 … … H32
（千ｍ3）

大和野菜を使った料理実演
ダリア

作業道を活用した低コスト集約化施業

施業放置林整備面積施業放置林整備面積施業放置林整備面積施業放置林整備面積538 810 687 951 1,000
02004006008001,0001,200

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
（ha） ５年で4,700ha



くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上 [[[[健康健康健康健康づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進]]]]

施策ニーズ（課題）の認識

○健康寿命（65歳から完全に自立して生活できる年数）は、男性16.6年(全国順位

11位)、女性19.7年(36位)(H14)から、男性男性男性男性17.117.117.117.1年年年年(13(13(13(13位位位位))))、、、、女性女性女性女性20.220.220.220.2年年年年(30(30(30(30位位位位)(H21))(H21))(H21))(H21)

に延びている反面、１人当たり老人医療費は、82.1万円

(27位(H18))から83.683.683.683.6万円万円万円万円(26(26(26(26位位位位(H20)(H20)(H20)(H20))と増加しています。

このため、健康寿命の延伸と医療費負担の低減を目指し、

一人ひとりが楽しく健康づくりに取り組めるよう環境整

備を進めます。

○特定健診の受診率(市町村国保)は、全国順位40404040位位位位(24.0%(H20))(24.0%(H20))(24.0%(H20))(24.0%(H20))と低調なため、

地域ぐるみの取組により、健康づくりや健診受診の重要性についての普及啓発を

図ります。

○総合型地域スポーツクラブの数は、全国44位(H18：16ｸﾗﾌﾞ)から28282828位位位位(H22(H22(H22(H22：：：：41414141ｸﾗﾌｸﾗﾌｸﾗﾌｸﾗﾌﾞ゙゙゙))))

に上昇しています。

これは、H22年４月に奈良県スポーツ支援センターを設置し、クラブの設立･育成を

進めたこと等によるもので、引き続き取組を進めるとともに、多様なスポーツ振興

施策の充実を図ります。

ジョギング風景（橿原公苑）

血圧測定

47.3 46.939.947.851.156.0 61.2 39.1
50総合型地域スポーツクラブ数 特定健診受診率介護予防事業参加率高齢者就業率糖尿病医療機関受診割合健康寿命（男性）健康寿命（女性）1人当たり老人医療費 28位

30位 5位
26位
13位 40位 28位40位 93.478.2 69.8 83.1 88.2 95.4 98.8 95.1 97.6 89.389.5 86.9 89.9 93.7 95.6 98.8 98.0 96.4 95.5 93.2

50.070.090.0
20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上 全体

（％） 男 女自らの健康のために取り組んでいることがある人の割合（出典：平成22年度 なら健康長寿基礎調査）若い世代の特に男性が少ない



施策の内容

目標に向けた状況

１．みんなで取り組む健康づくりの推進

２．健康診査受診・生活習慣病対策・こころの健康づくりの推進

医療機関との連携等による健診受診の促進及び糖尿病、高血圧の治療勧奨等の推進[15]

公費負担による子宮頸がん予防ワクチン等接種の実施[1,219](一部H23 2月補正)

生活習慣病の主因となるたばこ対策の推進[4]

市町村及び関係団体との連携による自殺対策の強化[67]

専門医との連携によるうつ病医療支援体制の強化等[11]

医師・看護師・臨床心理士等のチームによる精神疾患

未治療者等への訪問支援[11]

健康長寿基礎調査の実施、モデル市町村での地域に根ざした取組の実践、南和地域の特

性を踏まえた効果的な取組の検討などによる健康長寿の文化づくり推進[38]

総合ポータルサイトの構築により健康長寿情報を

わかりやすく提供[11]

市町村が実施するきめ細かな健康増進施策への助成[40]

たばこ・食生活・生活習慣についての知識普及による

子どもの健康づくり推進[21]

新たな奈良県食育推進計画の策定[5]

県内大学生との連携による若年世代の食生活改善支援[2]

高齢者の健康づくりに向けた保険者機能の強化支援[14]

３．県民スポーツの振興

橿原公苑ジョガーステーション機能整備、陸上競技場一般開放(ﾅｲﾄﾗﾝ)等[59]

奈良マラソン2011開催[76]（再掲）、サイクルスポーツイベントの開催[7]（再掲）

総合型地域スポーツクラブの設立・育成支援[6]

広域的な自転車利用ネットワークの構築[213]（再掲）

水辺の遊歩道整備[360]

ＰＦＩ手法による新県営プールの整備等[207 (債務負担行為6,965)]

（百万円）

健康体操

75歳以上被保険者のうち要介護認定者の割合
30.3% 30.2% 29.9% 31.3%

28.0%29.0%30.0%31.0%32.0%
H19 H20 H21 ･･･ H26推計では上昇が見込まれるが、30%未満を維持

H26推計29.1 40
05101520
2530354045

H19 H25
（％） 運動習慣のある県民の割合

運動習慣のある県民を40%以上に


